
 

 

 

２０２０年度(令和２年度)第３回びんご圏域活性化戦略会議  次第 

 

日時：2021年 (令和 3年)2月 18日（木）15:30～ 

ＷＥＢ会議 

 

 

 

開会あいさつ（福山市長） 

 

 

協議・報告事項 

１ コロナ禍における事業者支援 

２ 未来を担う人材育成 

３ デジタル化の推進 

４ その他 

 

 

閉会 

 



福山商工会議所 会頭 林　克士

三原商工会議所 専務理事 平野　敬二

因島商工会議所 会頭 村上　祐司

府中商工会議所 専務理事 石川　裕洋

笠岡商工会議所 会頭 鳴本　哲矢

井原商工会議所 会頭 川井　眞治

公益財団法人ひろしま産業振興機構 福山支所長 藤田　淳一

福山大学 学長 松田　文子

福山市立大学 学長 田丸　敏髙

県立広島大学 保健福祉学部長 小野　　武也

福山職業能力開発短期大学校 校長 板野　隆文

株式会社広島銀行 福山営業本部副本部長兼営業推進部長 岡田　浩一

株式会社中国銀行 常務執行役員備後地区本部長 継山　清隆

株式会社もみじ銀行 福山支店次長 片桐　君幸

株式会社日本政策金融公庫 福山支店長 高柿　慎也

福山市農業協同組合 代表理事専務 占部　浩道

公益社団法人福山観光コンベンション協会 専務理事 寺岡　千佳雄

一般社団法人尾道観光協会 会長 三宅　宏

福山市 市長

世羅町 町長 奥田　正和

笠岡市 政策部長 山岸　雄一

　オブザーバー

広島県 地域力創造課　主査 河越　慶介

岡山県 県民生活部市町村課　主任 二瀬　勝也

　事務局

福山市企画財政局 局長 菊池　孝憲

福山市企画財政局企画政策部 部長 中村　啓悟

福山市企画財政局企画政策部企画政策課 企画調整担当課長 横藤田　真三

福山市企画財政局企画政策部企画政策課 次長（地方創生担当） 影山　克行
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１ コロナ禍における事業者支援

• 中小企業の人材確保（人材シェアリングの促進等）

• びんごワーケーションの推進 など

２ 未来を担う人材育成

• 豊かな感性を育む機会の充実（びんごキッズラボ）

• 次世代ビジネスリーダーの育成（県立広島大学サテライト機能の強化）

３ デジタル化の推進

• 産業のデジタル化支援（びんごデジタルラボ等）

• 行政のデジタル化の加速（様式の統一化等）

４ その他

• 域内経済循環の強化（地域商社機能の確立）

• ドローンを活用した地域課題解決

• 医療人材の確保

2021年度備後圏域連携事業



① 中小企業の人材確保
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人材シェアリング（在籍型出向）の促進
• 「産業雇用安定センター」が持つ人材シェアリングの仕組みを活用し，企業の雇用維持を支援

• また，「産業雇用安定助成金」（厚労省）の活用も促進（出向元・先企業への助成金）

コロナ禍においても，雇用を守り，人材を確保できる支援を強化

高校生と企業のマッチング強化
• 企業ニーズが高い高校生を対象に説明会を開催（平日と休日に開催）

一時的に人材余剰と
なった企業

人材不足の企業

出向
マッチング

産業雇用安定センター 行政や商工会議所が持つ

圏域内企業とのネットワークを活用

※産業雇用安定助成金

・雇用調整を目的とする出向を対象に，1日当たり上限12,000円を助成

【参考】今年度実施概要（試行実施）

開催日：2021年2月18日（木） 場所：福山通運ローズアリーナ

出展企業数：44社

• 企業訪問等を通じて，雇用状況等の課
題を把握

• 産業雇用安定センターと企業の状況を
共有するなどマッチング支援の連携

２０件
（目標）

１ コロナ禍における事業者支援

びんごイノベーション
エコシステム形成支援ＰＪ



webサイトの共同利用による情報発信強化
• 2020年度中に福山市が作成する「ワーケーション専用ウェブサイト」に，備後のワーケーション情報を掲載（サイト拡充）

受入れ環境
・民間等の協力施設

・リトリートスポット

・アクティビティ など

体験事例（プロジェクト）

・地域住民との交流

・圏域内の企業との連携

など

その他情報
・イベント情報

・体験者への助成制度

など

【サイト構成案】

※サイトイメージ
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体験者のネットワーク化
• 圏域市町のワーケーション体験者をつなぎ，

新たな活動の創出を支援

② びんごワーケーションの推進

リトリート資源を活用し

癒しある新たな働き方を提供

古民家カフェ

美星の星空

森林セラピー

星空ペンション コメット

座禅体験佐木島の夕日

広域観光・交流ＰＪ

新たな働き方の提供を通じて，関係人口の増加や企業・地域の課題解決につなげる

びんご圏域周遊型

ワーケーションツアー
• 圏域市町の体験メニューを組み合わせたツアーの実施

• 企業や地域との交流，自然環境，伝統・文化など市町の特色を
活かしたびんごワーケーションのモデルプランの提案
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〇 地元情報誌Ｗｉｎｋでの連載
• リトリートやグルメスポットを掲載

• また，各市町の消費喚起策（クーポン等）も掲載

【各市町の内容】

福山市：７つの体験で触れる，はじめての禅（神勝寺の座禅など）

三原市：佐木島の夕日と冬の絶景巡り

尾道市：私らしく自由に自然体で過ごす旅（立花テキスタイル研究所の織物体験など）

府中市：地元メイドのいいもの探し（マルケイ木工の雑貨づくりなど）

世羅町：地産地消グルメの聖域（福智院の食など）

神石高原町：優雅な自分時間（光信寺の石庭など）

笠岡市：自家焙煎珈琲専門店のカフェ巡り

井原市：星空ステイ＆古民家カフェランチ

2020年 2021年

10月 ～ 3月

備後のリトリートやグルメスポットをマップ化

〇 インスタグラム （ＳＮＳ）の活用
• 読者がお気に入りのリトリートスポットを投稿（～2月上旬：182件）

• Wink公式インスタグラム（リトリートに関する投稿）

→ いいね400～500件（通常の投稿 200～300件）

〇 （仮称）びんごリトリートマップの作成
• 「Ｗｉｎｋに掲載した各市町のスポット」

+ 「インスタグラムに投稿された読者のお気に入りスポット」を掲載

• オンライン×リアル（ＷＥＢ掲載 + リーフレット作成）で情報発信

⇒ リトリートを活用した域内周遊促進策を
検討（タクシー等との連携）

③ リトリートを活用した情報発信強化

※マップイメージ

Ｗｉｎｋ
３月号に掲載

キャッシュレス
決済の特典や
クーポンなども

広域観光・交流ＰＪ

リトリート（癒し）を切り口に地域資源の魅力を高め，域内周遊（マイクロツーリズム）を促進
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「備後産ワイン × 地ビール」 ツアー
• 三原市に新たなワイナリーが建設予定（2021年）であることに加え，地ビールの醸造なども活性化してきている

• 産学金官民で磨き上げてきたワインと新たな民間の動きである地ビールを活用し，民間主体のツアー等につなげる

圏域内のワイナリー 圏域内の地ビール

福山市

• 備後福山ブルーイングカレッジ＆THE BEER

• クラフトハート ブルワリー

三原市

• 虹之麦酒（秦農場ビール）

尾道市

• 社会福祉法人あづみの森（あづみビール）

• 尾道ブルワリー（尾道エール）※開業予定

笠岡市

• 六島浜（むしまはま）醸造所（金柑エール）

など

福山大学

農家民宿

ワイナリー

ワイナリー

ワイナリー
（2021年予定）

2016年7月
㈱enivrant
果実酒製造免許

2018年12月
(一社)ともの
リキュール製造免許

（予定）
果実酒製造免許

2017年8月
㈱福山健康舎
果実酒製造免許

2017年8月
㈱ハートピア
リキュール製造免許

瀬戸内醸造所㈱

2019年9月
ナオライ神石高原㈱
リキュール製造免許

④ 地域資源の高付加価値化（ぶどう） 広域観光・交流ＰＪ

親和性の高い地域資源を結び付けることで，情報発信力を強化し，新たなファンを開拓
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• コロナ禍における観光振興策として，近隣地域を周遊するマイクロツーリズムが注目されている

• その推進のためのコンテンツとして，ＳＮＳで注目されるなど情報発信力が高く，屋外でも気軽に楽しめるコッペパンを取り上げ，
各市町の特産品の魅力を生かしながら観光や食の活性化につなげていく

業界の一線級で活躍する

専門人材（兼業・副業）と連携！

富沢 真沙刀さん
㈱ＪＴＢ

・新規事業企画

・マーケティング，広報PR

などを経験

江部 拓弥さん
㈱プレジデント社

・クロスメディア編集長

（食メディア出版物全般の責任者）

・dancyu web編集長

などを経験

⑤ 食を活用したマイクロツーリズム

〇 各市町の特産品を活用したテイクアウトグルメの開発，プロモーション

コッペパンと組み合わせる

各市町特産品

【例】

• くわい・ねぶと （福山市）

• たこ・梨 （三原市）

• レモン・いちじく （尾道市）

• 味噌・諸田ごんぼう（府中市）

• 梨・りんご （世羅町）

• 神石牛・トマト（神石高原町）

• 瀬戸内ばなな・牡蠣（笠岡市）

• 蜜芋・ぶどう （井原市）

2020年度：テイクアウトグルメ開発
〇各市町の特産品を使った商品の開発【コッペパンで統一】

• 商品を開発可能な事業者の募集

〇キャッチコピーや商品名の決定，商品や取扱店舗のリスト作成

2021年度：プロモーション，参加事業者の拡大
〇プロモーション

• 道の駅等でのイベント，ＢＩＮＧＯゲーム等の周遊イベント

• ＳＮＳ投稿割引特典，各店舗コッペパンへの投稿イベント

• ワインや備後フィッシュ，リトリート等，他の地域資源との連携 など

〇参加事業者の更なる拡大，新たな組み合わせ商品の開発

【参考】

・SNS ＃投稿件数

【インスタグラム】 ＃コッペパン 18.5万件

【ツイッター】 ＃コッペパン 1.9万件

※ツイッターは直近1か月（1/15～2/15）の件数

・若い女性（F1層・F2層）の感度が高い傾向

・関東・関西方面において，手軽でバリエーションの豊富

さから若者による支持

観光WGで作業中

各市町の特色を生かし，圏域全体の観光や食を活性化
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びんごキッズラボ
• 2020年11月に福山市で開催した「キッズラボ」を新たに備後圏域を対象に開催

【参考】今年度実施概要 キッズラボ（福山市事業）

開催日：2020年11月3日 場 所：エフピコアリーナふくやま

【プログラミング教室】【ＶＲ工場見学】

【ＡＲお絵描き】 【VRスポーツ観戦体験】

① 豊かな感性を育む機会の充実

２ 未来を担う人材育成

びんごイノベーション
エコシステム形成支援ＰＪ

子どもたちが未来の技術を体感するなど，デジタル社会を担う人材を育成
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• 備後圏域における次世代ビジネスリーダーを養成
（対象：次世代の経営幹部や起業家，新たなプロジェクトの企画・立案・従事者）

• 戦略的分析アプローチと仮説検証アプローチを組み合わせた新たなビジネスモデル
（備後モデル）の構築を目指す

• 複合教育プログラムの提供（福山市での授業 + オンライン授業 + 広島市での授業）

• 2021年度に，福山市ハイブリッド・サテライトキャンパス準備室を設置

中国地方唯一，
文科省認可を受けた経営学修士の学位プログラムを持つ県立広島大学が，
福山市に備後圏域の拠点となるサテライトを開設予定（2022年度）

② 次世代ビジネスリーダーの育成

県立広島大学サテライト機能の強化

びんごイノベーション
エコシステム形成支援ＰＪ

変化の激しい時代においても，地域経済を成長させていくビジネスリーダーを育成



びんごデジタルラボの開催
• デジタル化の課題や事例の共有等を通じて，様々な解決策を官民で議論

• テーマごとに順次立ち上げ

※テーマ候補：ものづくり，地域活動，ヘルスケア（医療，福祉，介護），ICT教育，観光，モビリティ など

【参考】ラボの試行実施 ※次ページ参照

日 時：1月29日（金）14：00～

形式・場所：オンライン + まなびの館ローズコム（大会議室）

参 加 者：ものづくり企業，大学，産業支援機関など

• ＶＲ技術の活用について議論

• 備後圏域内におけるＶＲ事例共有（ＶＲ工場見学）

※VRは，ものづくり企業の生産工程を見える化できるため，「テレ
ワーク」や「オンラインインターンシップ」にも活用できる
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びんごデジタルラボ

議論形式（対面，オンラインなど）

課題参加者

課題（現場の見える化など） 課題（分散勤務）

テーマに沿った課題

事例参加者 アイデア参加者

※参加者は，課題や事例，アイデアを持ち込んで議論
※企業間連携や官民連携による事業創出につなげる

びんごＩＣＴ相談所の開設（ソフトバンク技術開発拠点）

• IoT技術 やICTの活用に関する相談，または，それらに関する課題を相談者と共に探す（相談無料）

（例）業務改善，コスト削減，SNS活用支援など

【参考】今年度，試行的に実施中

〇行政相談窓口

• 12/3～運用中（認知症カフェのオンライン開催などに
ついて相談）

〇企業相談窓口（2/24開始）

• 特設ウェブサイトの開設（問合せフォーム）

• 問合せ電話の設置

① 産業のデジタル化支援

３ デジタル化の推進

びんごイノベーション
エコシステム形成支援ＰＪ

中小企業におけるデジタル化への第一歩を支援



報告 びんごデジタルラボ （試行実施）

ソフトバンク講演
「ニューノーマル時代の新しい情報発信

～３６０度ＶＲ動画サービス～」
• ＶＲ映像の活用事例（工場ＰＲ，採用活動，技術継承，体験型研修）

• ３Ｄバーチャルツアーの紹介（展示ルーム等実在する空間をVRで再現，ＷＥＢで
体験）

事例紹介「瀬戸内ファクトリービュー：ＶＲ工場見学」
• これまで，福山市や府中市の企業を中心に工場見学やワークショップなどを開催

• コロナ禍における新たな活動の形として，ＶＲを活用した工場見学を実施

トークセッション 「ＶＲ活用によるものづくりの可能性」
• ＶＲ活用企業，福山商工会議所など支援機関，福山大学，戦略推進マネージャー

が参加
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「ものづくりへのＶＲ活用」をテーマに，備後の企業が意見交換

１月２９日開催 オンライン×リアル

参加人数：約１００名

※ 今後の展開

→ 2021年度の本格実施に向け，ものづくり×５Gなど別の議論の場やチャットコミュニティを試行予定

→ ものづくり企業以外へのＶＲ活用（びんごキッズラボやＧＩＧＡスクールの中で子どもたちの学びに活用を検討 など）

（主な意見）

ＶＲだから見せられる魅力がある。また，ＶＲからリアルな体験につなげることができる。

オンラインでのインターンシップに，ＶＲを活用できるかもしれない。

安全管理の向上や技術の平準化など企業の競争力にもつながる。

ＡＲ（現実の空間に仮想のモノを重ねる）技術も使われていくのではないか。



【オンライン商談会】

〇オンライン商談
・商品の一覧や詳細情報を掲載するPRサイトを構築

・様々なバイヤーへ多様な商品を長期間PR

・PRサイトを通じてコンタクトを受けたバイヤーと個別
商談

〇無人型商談会の広報
・PRサイトを通じて興味を持ったバイヤーに対して，

実物の商品が確認できる無人型商談会を案内

〇PRサイト情報の活用
• PRサイトのアクセス情報等を

分析することで，今後の広報
手法などの改善へ活用するこ
とが可能

【無人型商談会】

・東京都内の展示会場へPR商品を設置したブースを
出展

・オフライン（実物）による商品の魅力や技術の高さ
を強くPR

・バイヤーからの質問や商談をQRコードを通じた
チャット形式でやりとり

・無人型商談会の終了後もバイヤーをオンライン商談
会へつなぐ

• デニム関連企業を有する自治体（備後圏域，高梁川流域）が連携し，ポストコロナを見据えた展示商談会を実施

12

〇 「デニム」 オンライン展示商談会

【参考】今年度実施概要

2021年2月～３月（参加事業者：福山市 ８社，井原市 ５社，倉敷市 ８社）
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様式の統一化
• 事業者の行政手続の簡素化・負担軽減を目的に，各市町の既存様式の統一化に取り組む（就労証明書から先行実施）

• 順次，対象となる様式を決定し，次年度から統一化を目指す

※選定基準例

・事業者が，同じ情報を各自治体に提出するもの
・定期的に行い，かつ，各自治体に提出する機会が多いもの

• ＢＰＲの推進

システムの共同利用・共同調達の推進
• 緊密に情報を共有し，共同利用・共同調達に向けて取り組む

例：チャットボットを市町村で共同調達（愛知県）
共同利用が可能な文書管理システム

様式を統一化し事業者の利便性を高めるとともに，電子申請などデジタル化への歩みを加速

文書管理システム

閲覧

➡ ➡ ➡

収受～起案～保存～廃棄 を一元管理

共同利用が可能な
文書管理システムのイメージ

【参考】備後圏域デジタル化検討会議

開催日：2021年1月20日（水）

各市町のシステム関連部署の部長等が参加

② 行政のデジタル化の加速 行政サービス
効率化ＰＪ



〇 圏域に求められる地域商社機能の基本方針を策定

• 企業ニーズなどの詳細調査（今後の企業活動に必要な取組や課題についてヒアリングを実施）

• 地域商社の機能の一部を担う圏域内の企業・団体の実態調査

• 以上の調査を踏まえ，専門家と共に必要な地域商社機能を抽出

地域商社に期待する機能（企業アンケート結果）

28.5

26.9

15.0

12.1

10.7

10.2

8.4

8.2

7.3

7.1

6.2

3.9

2.1

20.9

13.6

0 10 20 30

販路拡大のための営業機能

地域のプレーヤー同士のマッチング機能

資源発掘，商品企画機能

地域全体のＰＲ・ブランディング機能

生産者と小売・卸売業者をつなぐﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ機能

販売促進機能(展示会,催事の開催,広告宣伝支援等)

生産から販売までのトータルプロデュース機能

市場調査機能（市場ニーズのフィードバック）

物流機能(商品の集荷,梱包･包装,流通加工,配達等)

観光事業，地域づくりに関する取組

小売機能（地域商社による消費者への直接販売）

金融機能（取引先に対する立替与信など）

その他

期待することはない

無回答

（％）

14

① 域内経済循環の強化 （地域商社機能の確立）

４ その他

びんごイノベーション
エコシステム形成支援ＰＪ

持続可能に成長できる地域経済をめざし，域内経済を循環させる地域商社機能を確立



〇 人材育成の強化
• ドローンの基礎知識や操作方法などを習得（対象：住民，行政職員）

• 各市町におけるドローン技術習得者（企業，団体，行政など）の交流促進

（仮称）びんごドローンフライトガイダンス（WEB）
• 官民連携による，ドローン飛行の際の手続きや注意点，練習場所，相談可能な団体

などの見える化

機運醸成（セミナーや体験会）

実証実験の推進
• 点検，物流など，ドローン活用拡大に向けた企業の実験が円滑に進むよう，「場

所・協力者の確保」や「関係者の調整」など，市町間で補完できる体制を確立

規制緩和の研究（飛行手続き等）

人材を育成するとともに，活用を広げるための環境を整備

15
※びんごデジタルラボでもドローンの活用を議論

〇消防活動における活用訓練（消防局）

• エールリンクスや広島県ドローン協会等と連携し，行方不明者
の捜索や遠距離からの現場確認などを検証

〇ドローンを活用した防災訓練（尾道市）

• 尾道市と㈱モー・チェが実施

【直近の実証実験 （訓練含む）】

〇送電線のレベル３の点検等（府中市）

• ㈱中国電力ネットワーク，グリッドスカイウェイ
有限責任事業組合が実施

〇災害時救援物資の輸送（神石高原町）

• 防災科学技術研究所等が実施

② ドローンを活用した地域課題解決
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→ フルマッチの実現へ

→ フルマッチを継続することで県と連携し，研修医の増員を目指す

備後圏域（広島県側） 初期臨床研修マッチング状況

Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度

26/42 30/40 30/40

（マッチング結果/募集定員）

（福山・府中二次保健医療圏）

③ 医療人材の確保 医療連携強化ＰＪ

医療提供体制の充実に向け，医師など医療人材の確保策を強化



※参考 重点プロジェクト一覧
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びんごイノベーションエコシステム
形成支援ＰＪ

• 域内経済循環の強化（地域商社機能の確立）

• 産業のデジタル化支援（びんごデジタルラボ等）

• 中小企業の人材確保（人材シェアリング等）

• 豊かな感性を育む機会の充実（びんごキッズラボ）

• 次世代ビジネスリーダーの育成（県立広島大学サテライト
機能の強化）

広域観光・交流ＰＪ • びんごワーケーションの推進

• リトリートを活用した情報発信強化

• 地域資源の高付加価値化（備後産ワイン×地ビール）

• 食を活用したマイクロツーリズム

医療連携強化ＰＪ • 医療人材の確保（初期臨床研修医の定着支援）

行政サービス効率化ＰＪ • 行政のデジタル化の加速（様式の統一化等）

重点ＰＪ以外の取組 • ドローンを活用した地域課題解決



情報共有等
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〇 カープナンバー普及促進キャンペーン

更なる普及に向けて，
募集期間を延長

２月２８日

３月１２日

現在，

58の導入地域の中，

申込件数 第２位
（1位：熊本県，3位：愛媛県）

カープナンバー該当地域（5市3町）
竹原市，三原市，尾道市，福山市，府中市，大崎上島町，世羅町，神石高原町
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〇 せらワイナリー体験ツアー （少人数）

ワイナリーの魅力を直接体験 （予約制 ３月末までの毎週日曜日）

感染予防対策のため少人数限定

作り手の思いに触れ，新たなファンを開拓

醸造長たちが，ワインの仕込みや
スパークリングワインの製法などを
紹介する

スタンダードコース

• 醸造場見学のみ：45分間 500円/人

• 定員 10名/回

プレミアムコース

• 醸造場見学 + ワインに合うフレンチなど：
2時間 5,000円/人

• 定員8名/回

※１日２回実施


